
どんどん届くきっきからの手紙 
 
 ２学期の始業式に「まつかわ森に住んでいる妖精 きっき」から、子どもたちに手紙が
届きました。 

  
 きっきは、夏休み中魔法の練習をしていたようで
す。魔法をつかうためには、「元気パワー」「本気
パワー」「なかよしパワー」の３つのパワーがたく
さんためることが必要だと伝えてくれました。 

   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ９月１日の今日から、運動会の朝練習が始まりました。今日は、運動会の開会式で踊る
「僕らの運動会」の練習でした。年長さんをお手本に、年少さんも上手に踊っていました。 
  
 練習が終わり、みんなが教室の戻ろうとしたとき、お遊戯室の窓の外に、何かが通るの
が見えました。年長の石川晴蘭さんと香野優希望音さんが代表で外を見に行くと・・・。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
子どもたちは、「きっきだ！」「きっきだ！」と口々に叫びました。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 



 
 「リレーやダンスの練習がんばっているのね」
ときっきに言われると、 
「僕たちが練習してるの、どこで見てるのかな
あ？」と、不思議がる子どもたち。 
 
 今日は、きっきから魔法の呪文を教えてもら
いました。 
 
 ３つのパワーをためるには、どうすればいい
のかな？の問いかけに、 
「リレーを一生懸命走る！」 
「時間を無駄にせず遊ぶ」 
「あったかグループのお友だちと一緒に、お花
の水やりをがんばる」 
などと、思いを言葉にしていました。 
 
 これから、またきっきからの手紙が届きます。 
 
 ますます３つのパワーをためて、運動会へ進
んでいきたいと思います。 
 
 
 

「まじらっか ようせいらっか くるくるくる～」 
「まじらっか ようせりらっか くるくるくる～」 
降園後、子どもたちは呪文を唱えながら、楽しそうに遊んでいました。 


